
所管 ①課による評価

１．基本事項

２．事業実績

　　　１　新城こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 人34,487 団体170

　　　２　新城小学校わくわくプ ラザ
①　　　　 登録者数 人318 人21,349

　　　１　大戸こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 人39,983 団体374

　　　２　大戸小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人445 人20,106

　　　３　大谷戸小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人497 人27,533

　　　１　宮内こども文化センター
① 年間延べ利用者数 人36,282 団体381

　　　２　宮内小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人357 人19,052

　　　３　中原小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人299 人21,046

単位：円
１　収入
指定管理料 148,432,740

２　支出
人件費 133,111,058
管理費 12,729,199
事務経費 7,979,671
そ の他経費 0

合計 153,819,928
３　差引 - 5,387,188

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

適切な金銭管
理・会計手続 5 3 3

3 3
効率的な執行等、経費縮減に具体的に取組んでいるか

サー ビ スの水準を確保してい るか

支出に見合う効果が得られてい るか

（評価の理由）会計処理・金銭処理に つ い ては適正に行われている。受託２０グル ー プ ５３施設を管理している運営法人のスケー ル メリッ トを活
か し、一元的な臨時職員の雇用・管理、警備等業務委託の一括契約、消耗品や備品の一括購入等の取り組みに よる経費削減を図っ た。

8
事業計画に基づ き、こども文化センター 事業とわ くわ く プ ラザ事業を着実に実施した
か

こども文化センター の利用者数に増加傾向が見られるか

わ くわ く プ ラザ に お い て、適切に児童を受け入れてい るか

（評価の理由）複数館運営す るスケー ル メリッ トを活か し、全施設及び区内１０館の合同行事を実施し、複数館で実施ならではの体験や他の施
設を利用す るこども達と交流を深めた。グル ー プ 合同行事では、定員枠を拡大した 「カ レー 大作戦」を実施し、昨年度の 1.25倍の参加者があっ
た 。また 、新規事業としてわ くわ くプ ラザ登録児童を対象に ミニ運動会形式の 「わ くわ く交流会」を実施し、地域を越えた仲間づ く りに繋が っ てき
た。新城高校や地域の子育てサロンの協力に より、乳幼児と高校生のふ れあい交流会を実施した。
大戸こども文化センター では新規事業として 「サ イエ ンスチ ャレンジ」を実施した。宮内こども文化センター は昨年度に引き続き近隣の老人福祉
施設の利用者をこども文化センター まつ りに 招待したり、老人福祉施設の祭りに利用児童が参加したりと世代間交流を図っ た。また新規クラブ
活動として 「グ リー ン レンジャー クラブ 」を立ち上げ た。

収
支
計
画
・
実
績

適切な会計処理及び金銭管理をしてい るか

効率的・効果的
な支出

計画に基づ き適切な支出をしているか

5

収支実績

サー ビス向上の取組
全館行事、区行事やグルー プ行事など地域を越えた児童の健全育成、交流の場づ くりを行っ た。また経費削減
へ取り組み、施設修繕や遊具の調達を行うなど利用者への還元を行っ た。

着眼点

事
業
の
推
進

事業推進

及び

事業成果

順調に事業の推進が図られているか

10 4

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

こども支援室長

指定期間 平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課 中原区こども支援室

利用実績

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

指定管理者制度活用事業 評価シート

施設名称 中原区第４グルー プ （新城・大戸・宮内） 評価対象年度 平成２６年度

事業者名
・事業者名 公益財団法人かわさき市民活動セン ター
・代表者名 理事長 小倉 敬子
・住所 川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２

評価者



施設・事業の広報 5 4 4

運営協議会の実
施 5 3 3
保護者懇談会の
実施 5 3 3
学校及び行政機
関との連携 10 4 8

利用者ニ ー ズ 10 4 8

職員の研修体制 10 4 8
個人情報等の取
扱 5 3 3

施設・設備の保
守管理 5 3 3

４．総合評価

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

70 評価ランク B

防犯対策
及び

災害時の対応

施設の防犯のための工夫をしてい るか

5 3

4事故等が発生した場合に適切な対応をしてい るか

感染症予防対策や発生時に お いて、適切な対応をしているか

指定管理者以前からこども文化センター及びわくわくプ ラザの管理運営に携わっ た経験を生かすとともに 、区内こども文化センター １０館合
同行事「遊んじゃ王～ステー ジ こ文レンジャー大集合～」や地域と連携した行事を開催した。
特色のある行事としては「カ レー大作戦」や 「乳幼児と高校生のふれあい交流会」を実施した。
また、財団全体でホー ムペ ー ジのリニ ュー アル を実施し、新ホー ムペ ー ジ研修で情報提供の能力向上を図っ た点や、体系的な研修計画を
着実に実施したことに加え、研修効果を事業へ反映させるための取り組みや、食物アレルギー対応の研修を通じ安全確保への取り組みが
具体的に定着している点を評価した。

引き続き、こども文化センター及びわくわくプ ラザの利用者が安心して利用できるよう環境整備やスタッ フ のスキル向上に努め、利用者に
とっ て各施設がより居心地の良い場となることを期待する。

3災害発生時に備え、マ ニ ュア ル 等を整備してい るか

災害発生時に確実な対応・行動を取るための取組をしてい るか

（評価の理由）　利用者が安全に利用できるようマ ニ ュア ル を作成し、施設・設備の安全点検を実施す るとともに 、迅速に修繕を行うなど環境整
備に努めた。また衛生管理に つ いてもマ ニ ュア ル を整備し、利用者の安心・安全に繋げ た。スタッ フ へ の イン フ ル エ ンザ予防接種費用を補助
す ることに より、スタッ フ の予防接種を促進し、利用者等へ の感染リスクを軽減させ る措置を取っ てい た 。食物アレル ギー 対応の研修に つ いて
は未受講の職員の受講を義務付け、臨時職員の受講も促進した 。ア レル ギー 児に も対応した保存食及び保存水を配備した。竜巻や津波の対
応に つ い て館内会議で勉強会を実施した。

評価点合計

6こども文化センター 及びわ くわ くプ ラザ の施設管理と事業運営のために 、指定管理
仕様書に お いて定める職員配置の最低基準どお りに 人員を配置してい るか

川崎市公契約条例を遵守しているか

職員のスキル ア ッ プ に 必要な研修を実施したか （外部研修の受講を含む ）

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障を来たす ことのないよう、施設・設備の保守点検や整備、備品管
理等を適切に実施してい るか

利用者の安全確
保

利用者の安全を確保す る体制（マ ニ ュア ル 等）を整備してい るか

5 4

利用者ニ ー ズを把握し、事業運営に反映させてい るか

組
織
管
理
体
制

適正な人員配置

児童福祉施設最低基準第３８条の規定に従い職員を配置してい るか

個人情報保護に関す る規定や体制を整備し、適正に取り組んでい るか

（評価の理由）こども文化センター とわ くわ く プ ラザ に お いて提案どお り適正な職員配置がされてい た。特別な支援を必要とす る児童に つ いて
は、適宜スタッ フ を追加で配置した。市主催の研修へ も多数の参加し、市民活動センター 全体、区、館毎の研修を計画的に企画・実施した。財
団ホー ムペ ー ジの リニ ュー アル を機に 、新ホー ムペ ー ジ研修で情報提供の能力向上を図っ た。業務評価プ ロジェ クトを立ち上げ 、内部で自己
評価をす るため の取り組みを推進した。また 、研修受講後は会議等でフ ィー ドバ ッ クし情報共有を図っ てい る。個人情報や電子デ ー タは鍵の
かか る保管庫に保管されてい る。情報漏えいや紛失等の事実はなか っ た 。

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

施設や事業の周知に積極的に取り組んでい るか

10 3

利用者へ の対応

利用者に対す るサー ビ スが適切に されているか

5 3

（評価の理由）利用パ ンフ レッ トや毎月のお たよりを発行し、近隣に配布、施設案内や毎月の活動を周知した。また、ホー ムペ ー ジをリニ ュ ー ア
ル しタイムリー な利用案内や活動の周知を行っ た。特別な支援を必要とす る児童へ の対応のため 、巡回相談員の巡回、事例検討会等を実施
し児童一人一人の状況を把握した 。中央支援学校大戸分教室等と連携を図り情報を共有す るとともに 、今年度は新たに理学療法士や作業療
法士か ら専門的なアドバ イスを頂き、日常の対応に活かした。区全体の運営協議会も年 回開催1 されてお り、地域との活発な意見交換、良好な
関係作りに寄与してい る。保護者を対象に わ くわ くプ ラザ の アンケー トを実施し、保護者懇談会も年 回実施3 した 。
新城こども文化センター ではダ ンボー ル迷路の組み立てを西中原中学校テ クノ工作部に相談し、組み立てだ けでなく迷路の設計や 、制作の
ボランテ ィア としても活動してもらうなど連携し事業を実施した。大戸こども文化センター は西中原中学校のデ ザ イン工学部の協力を得て、階段
アー トの製作に取り組んだ 。宮内こども文化センター では地域ボランテ ィアの協力に より「EM菌泥団子作り」や 「ペ ッ トボトル キャ ッ プ の収集」を
行い 、エ コ意識を高める活動を実施した。
意見箱や行事ごとの アンケー ト等を活用し、利用者の声を吸い上げ る仕組みがあっ た 。こ文やわ くわ くを利用す る保護者に アンケー トを実施
し、行事や スタッ フ の対応に反映した 。

3
特別な配慮を要す る利用者へ の対応が適切に されてい るか

こども文化センター 運営協議会を実施してい るか

わ くわ く プ ラザ保護者懇談会を実施してい るか

事業実施に当た り学校、行政及び地域等と連携しているか


